
 

            

 
                                                     

                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

  

 

                          

  

                    

 

  

    

 

  

   

   

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

令 和  6 年 3 月 8 日

近 畿 総 合 通 信 局

船舶に開設した不法無線局の共同取締りで 1名を摘発

－京都府北部の港湾で宮津海上保安署と共同取締りを実施－

近畿総合通信局（局長：菱沼 宏之（ひしぬま ひろゆき））は、令和 6 年 3 月 
7日、京都府北部の宮津海上保安署管内の港湾において、同保安署と共同で船舶に

開設した不法無線局の取締りを実施しました。

今回の取締りでは、自己の所有する船舶に不法無線局を開設していた 1 名（1

隻）を電波法違反で摘発しました。

取締り結果は、以下のとおりです。

１ 不法無線局の種別及び局数

不法船舶局 1 局

２ 被疑者の住所及び年齢

京都府宮津市在住（ 75 歳）

３ 関係法令及び適用条項

電波法第 4 条（不法開設）

電波法第 110 条第 1 号（1 年以下の懲役又は 100 万円以下の罰金）

４ 参考事項

近畿総合通信局では、電波利用環境保護のため、今後も捜査機関の協力を得て、

不法無線局の取締りを行っていく方針です。

（連絡先）

近畿総合通信局 電波監理部 監視課

担当：藤原、岡野

電話：06-6942-8523 



 

 

 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

参考

主な不法無線局の概要と妨害事例

１ 不法船舶無線 ～免許を受けた船舶無線の通信などを妨害！～

船舶無線を使うためには、無線従事者資格と船舶の無線局の両方の免許が必要です。

漁船やプレジャー船等の船舶が、免許を受けずに船舶無線を使用すると電波法違反

となります。

船舶無線は、海岸局や船舶相互間での通信に使われ、秩序正しい通信が求められま

す。

不法船舶無線の中には、ルールを無視して、他の無線通信に妨害を与えるおそれが

あります。

〈妨害事例〉

船舶の遭難、緊急等の通信に妨害を与える

おそれがあります。 不法船舶無線に プレジャー船

よる妨害

漁 船

２ 不法アマチュア無線 ～消防・救急用などの重要無線通信を妨害！～

アマチュア無線局を使うためには、無線従事者資格とアマチュア無線局の両方の免

許が必要です。

不法アマチュア無線の中には、アマチュア無線用に決められた周波数帯以外の周波

数を使用できるように改造して、他の無線通信に妨害を与える悪質な事例が多発して

います。

〈妨害事例〉

重要無線通信（警察用無線、消防・救急用無線、鉄道用無

線等）を妨害し、人命の安全、財産の保護等に係る活動が

阻害されます。




